様式1-18
（記載例）


実施状況調査票
（大型スポーツ用品の設置）

※記載いただいた情報は、事例紹介等に活用させていただく可能性がありますので、ご了承ください。

	調査日時
	令和〇年〇月〇日（〇）〇時～〇時
（※この欄はJSC担当者が後日記入します。）

	団体名
	○○県○○市

	対応者
	○○　××（○○課○○係長）
○○　××（○○課○○）

	調査員
	○○　××（○○課○○係）
○○　××（○○課○○係）
（※この欄はJSC担当者が後日記入します。）



１　設置施設の概要について
1 　設置施設名称
○○市総合体育館トレーニングルーム

②　設置施設所在地
○○県○○市○丁目○番○号

③　設置の目的
・用品の設置により、スポーツ環境の整備を図ることを目的とする。

④　設置による効果
・スポーツをする機会の拡大につながった。
・健康増進が図られた。
・月間平均利用者数が、前年度比で○人増加した。


２　設置用品の利用状況について
➀　設置用品の年間利用日数・利用者数（令和〇年度）※設置から年度末まで
・１００日・２，０００人

②　利用用途（実施されている運動・スポーツ活動の種目）
・ランニング、ウオーキング

③　設置用品の利用制限の有無、利用条件
・中学生以下の利用については、同伴者（１８歳以上、高校生不可）がいる場合のみ利用を許可している。

④　設置用品の利用対象者（主な利用者層）
・社会人、高齢者

⑤　設置用品の利用者の声
・新しいマシンが設置されたことによって、体育館に足が向かうようになった。

⑥　設置用品利用に当たっての今後の課題
・利用者の増加が見込まれるため、制限時間を設ける等の調整が必要となる。


３　設置用品について
①　設置用品
・ランニングマシン（トレッドミル　プリコーRM835）

②　今後のメンテナンスの体制について
・指定管理者により、日常的に用品の確認を行っており、毀損等が確認された場合は随時対応する。

③　本助成制度がなかった場合（助成金を受けられなかった場合）、大型スポーツ用品の設置はどうしていたか
・市の単費だけでは予算が確保できず、ランニングマシンの設置を見送っていたと思われる。


４　助成事業であることの表示状況・周知方法
①　設置用品への表示又は看板掲示以外に助成事業であることを周知しているもの
・当市ホームページの本施設紹介ページに、スポーツくじ理念広報サイト「GROWING」へのリンクバナーを設置した。
・当市の広報誌に助成金を受けて設置した旨を記載した。

②　利用者に用品が助成金を受けて設置されたという認識はあるか
・利用開始３か月後に、利用者を対象に実施したアンケートの結果では、スポーツ振興くじ助成金を受けて設置されたことを知っている利用者は約○％であった。より多くの利用者に認知されるよう広報に努めたい。

③　事業効果を高めるための取り組み
　・利用者促進のため、ＳＮＳ・ＨＰ等で周知を図っている。
・利用者が安心、安全に利用できるよう日常点検を実施し、修繕箇所等が発生した場合には速やかに対策を講じている。


５　今後、施設整備関連で助成事業として申請を検討している事業
（施設の種類と事業内容を記入）
・第２種陸上競技場の公認継続のための舗装等改修
・体育館のメインアリーナに移動式バスケットゴールを設置


６　その他
　　・特になし
　　



